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剣道部 松　本　智　香
体操競技部 杉　野　正　尭
自転車競技部 橋　本　優　弥

〃 中　井　彩　子

冠スポーツ奨学金対象学生冠スポーツ奨学金給付者
企  業  等  名 代  表  者  名

医療法人秋津会徳田脳神経外科病院 理　事　長 徳田　　元　様
おおうら皮ふ科 院　　　長 寺﨑祐太朗　様
カイコー株式会社 代表取締役 村上　　潤　様
株式会社鹿児島銀行 取締役頭取 上村　基宏　様
株式会社かのや寿自動車学校 代表取締役 水口　拓己　様
株式会社きたやま 代表取締役 北山　　勉　様
旭信興産株式会社 代表取締役 大石　博資　様
小鹿酒造株式会社 代表取締役 日髙　裕二　様
有限会社寿スポーツ 代表取締役 二川　健治　様
サツマガス工業株式会社 代表取締役 宮薗　善隆　様
株式会社新生社印刷 代表取締役 岡崎　洋人　様
医療法人青仁会池田病院 理　事　長 池田　　徹　様
大海酒造株式会社 代表取締役 河野　直正　様
有限会社風呂井会計 代表取締役 風呂井　敬　様
株式会社松下ホテル大藏 代表取締役 松下れい子　様
株式会社丸屋 代表取締役社長 家迫　崇史　様
株式会社三井 代表取締役 郷原　忠男　様
公益財団法人ミズノスポーツ振興財団 会　　　長 水野　明人　様
株式会社ミズホ商会 代表取締役 田中　丈尋　様

平成30年度
冠スポーツ奨学金証書授与式を開催

　４月５日、平成 30 年度鹿屋体育大学入学式終了後に、本財団は冠スポーツ奨学金証書授与式を行
いました。
　この奨学金は、企業、団体等の方々からご寄附をいただき、その名称を冠した奨学金として、優れ
た競技成績や国際交流の推進に資する個人や団体に給付しているものです。
　式では、平成 30 年度の冠スポーツ奨学金給付者の企業 19 社の代表者から風呂井敬本財団理事長へ
奨学金目録が授与された後、全日本又は国際試合などで活躍している将来有望な学生４名に対し風呂
井理事長から冠スポーツ奨学金証書の授与が行われました。
　多額のご寄附をいただきました企業等の皆様に心から感謝いたします。
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本
日
こ
こ
に
、
鹿
屋
体
育

大
学
体
育
学
部
１
９
９
名
、

体
育
学
研
究
科
15
名
、
合
計

２
１
４
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
平
成
30
年
度
の
入
学
式

を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、

国
立
大
学
法
人
鹿
屋
体
育
大

学
の
教
職
員
な
ら
び
に
在
学

生
に
と
り
ま
し
て
、
大
き
な

喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
今
日
ま
で
ご

子
弟
を
温
か
く
見
守
り
、
ご

支
援
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た

保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
の
皆
様
方
に
、
心
か
ら

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
「
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幸
福
で
、

豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
は

全
て
の
国
民
の
権
利
で
あ
る｣ 

こ
と
を
法
律
と
し
て
謳
っ
て

お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
健

全
な
発
展
と
推
進
の
た
め
に

は
、
科
学
的
に
裏
付
け
ら
れ

た
理
論
と
方
法
に
従
っ
た
指

導
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。
鹿
屋
体
育
大
学
は
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
使
命
を

持
っ
た
大
学
で
あ
り
、
そ
の

研
究
成
果
を
基
に
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
を
教
育
し
、
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
大
学
で
あ
り
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
体
育
学
部

の
教
育
目
標
は
、
「
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
・
武
道
分
野
に
お

け
る
研
究
成
果
に
基
づ
い
た

教
育
を
通
じ
て
、
国
民
の
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
及
び
武
道
を

適
切
に
指
導
し
得
る
専
門
的

知
識
、
実
践
力
・
実
技
力
や

指
導
力
を
有
し
、
広
く
国
際

社
会
で
活
躍
で
き
る
有
為
な

人
材
を
養
成
す
る
」
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
体
育
学
研
究
科
の

教
育
目
標
は
、
「
国
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
ス

ポ
ー
ツ
・
身
体
運
動
の
指
導

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
に
対
す
る
科
学
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導
や
メ

ニ
ュ
ー
開
発
が
で
き
る
能
力

を
備
え
た
高
度
職
業
人
と
し

て
、
国
内
及
び
国
際
社
会
で

活
躍
で
き
る
中
核
的
な
役
割

を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
」

こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
今
も
っ
て
い
る

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、

ま
ず
も
っ
て
夢
を
具
体
的
な

目
標
に
書
き
換
え
、
目
標
達

成
の
た
め
に
計
画
を
立
て
、

実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
と
と
も
に
、
本
学
の

教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
教
育
課
程
に
は
ス
ポ
ー

ツ
・
武
道
お
よ
び
体
育
・
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
理
論
科

目
、
実
技
科
目
、
演
習
科
目

な
ど
が
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
自
分
が
目

指
す
有
為
な
人
材
に
必
要
な

科
目
を
選
択
し
、
各
自
の
時

間
割
を
作
成
し
、
学
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
が
養
成
す

る
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
武
道

分
野
に
関
す
る
専
門
職
と
し

て
、
大
き
く
は
４
つ
あ
り
ま

す
。
１
つ
目
は
指
導
者
で

す
。
学
校
の
体
育
教
師
や
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
指
導
す
る
ス
ポ
ー

ツ
コ
ー
チ
な
ど
で
す
。
２
つ

目
は
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
す
る

ス
ポ
ー
ツ
研
究
者
で
す
。
自

然
科
学
的
手
法
を
用
い
た
領

域
、
人
文
社
会
科
学
を
用
い

た
領
域
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
実
践
研
究
領
域
を
専
門
と

す
る
研
究
者
で
す
。
３
つ
目

は
国
や
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
行

政
の
専
門
家
で
す
。
そ
し

て
、
４
つ
目
は
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
な
ど
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

で
あ
り
ま
す
。

　

２
年
後
の
２
０
２
０
年
に

は
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

鹿
児
島
で
も
同
じ
年
に
国
民

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
国
民
が
、
県
民

が
代
表
選
手
の
活
躍
を
期
待

し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
競

技
大
会
の
成
功
は
選
手
の
活

躍
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
々
の
支
え
に
よ
る
部
分
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
に
入
学
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
「
す
る

人
」
を
目
指
す
に
せ
よ
、

「
支
え
る
人
」
を
目
指
す

に
せ
よ
、
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
を
教
職
員
と

一
緒
に
な
っ
て
、
体
育

学
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を

学
習
し
、
研
究
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発

展
、
社
会
に
必
要
な

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能

力
を
備
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
に
お
け
る
学
び

は
、
た
だ
知
識
を
習
得

す
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
考
え
方
を
作
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
お
い
て
は
、
知
識

を
手
に
入
れ
る
だ
け
で
な

く
、
人
の
意
見
を
し
っ
か
り

と
聞
き
、
自
分
の
考
え
を
伝

え
る
能
力
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
自
分
の
考
え
を
持
つ
た

め
、
教
師
や
友
人
と
の
対
話

を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
学
は
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
各
地

か
ら
の
仲
間
、
海
外
か
ら
の

留
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
全
国
や
グ
ロ
ー

バ
ル
に
広
が
る
友
人
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
こ
大
隅
の

皆
様
方
は
学
生
諸
君
を
温
か

く
迎
え
、
本
学
の
教
育
研
究

を
ご
支
援
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
大
隅
の
地

を
第
２
の
故
郷
と
思
い
、
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
の
皆

様
な
ら
び
に
保
護
者
の
皆
様

方
に
ご
列
席
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
新
入
生
の
皆

さ
ん
へ
の
期
待
と
激
励
を
述

べ
て
、
告
辞
と
い
た
し
ま

す
。

冠スポーツ奨学金証書授与式の様子

奨学金証書授与
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「
大
学
生
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス

ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７
」で
優
秀
賞
を
受
賞
！

入
学
お
め
で
と
う
�

＝
平
成
30
年
度
入
学
式
＝

　

４
月
５
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
平
成
30
年
度
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
、
体
育
学
部

１
８
０
名
、
同
第
３
年
次
編

入
学
19
名
、
大
学
院
体
育
学

研
究
科
体
育
学
専
攻
修
士
課

程
８
名
、
同
博
士
後
期
課
程

４
名
、
ス
ポ
ー
ツ
国
際
開
発

学
共
同
専
攻
修
士
課
程
１

入学生宣誓

中西市長

学生歌斉唱

在学生歓迎の辞

名
、
大
学
体
育
ス
ポ
ー
ツ
高

度
化
共
同
専
攻
３
年
制
博
士

課
程
２
名
の
計
２
１
４
名
が

入
学
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
入
生
代
表
の

山
根
慶
太
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ

総
合
課
程
）
が
「
国
立
大
学

唯
一
の
体
育
大
学
へ
の
入
学

に
誇
り
を
も
ち
、
先
輩
や
同

期
の
学
生
と
切
磋
琢
磨
し
豊

か
な
人
格
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
」
と
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し

て
、
中
西
茂
鹿
屋
市
長
か
ら

「
鹿
屋
体
育
大
学
は
地
域
の

貴
重
な
財
産
。
卒
業
す
る
こ

ろ
に
は
鹿
屋
が
『
第
二
の
故

郷
』
と
な
る
よ
う
充
実
し
た

生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
後
、
在

学
生
代
表
の
後
藤
菜
月
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
３

年
）
か
ら
「
夢
に
向
か
っ
て

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓

迎
の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

入
学
式
終
了
後
に
は
、
平

成
29
年
度
学
長
表
彰
受
賞
者

に
対
す
る
学
長
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
競
技
成
績
が
優
秀
で

あ
っ
た
在
学
生
22
名
に
学
生

特
別
表
彰
状
及
び
学
生
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
木
原
沙

織
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課

程
３
年
）、
田
渕
寛
大
さ
ん

（
同
３
年
）
が
、
大
学
生
が

考
え
る
プ
ロ
野
球
興
行
の
企

画
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
提
案
を
募
集
す
る
「
大

学
生
の
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ビ
ジ

ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７

（
主
催
：
読
売
新
聞
社
、
協

力
：
読
売
巨
人
軍
）」
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｖ
Ｒ

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ 

～
体

験
型
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
～
」。

た
い
」「
今
後

は
卒
業
論
文
等

で
成
果
発
表
し

た
い
」
と
更
な

る
研
究
へ
の
意

欲
を
み
せ
ま
し

た
。

（
学
年
は
受
賞

時
）

（向かって左から）松下学長、木原さん、
田渕さん、指導教員の萩原悟一講師

新
入
生
を
地
元
市
民
が
歓
迎

　

４
月
５
日
、
「
鹿
屋
体
育

大
学
新
入
生
歓
迎
会
」
が
鹿

屋
市
内
の
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の

や
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
歓
迎
会
は
、
鹿
屋
市

の
地
元
団
体
で
つ
く
る
鹿
屋

市
地
域
づ
く
り
交
流
事
業
実

行
委
員
会
（
田
中
俊
實
会

長
）
が
、
県
外
出
身
者
の
多

い
鹿
屋
体
育
大
学
新
入
生
に

地
元
市
民
や
団
体
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
鹿
屋
の
地
に
早

く
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
毎
年
開
い
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
22
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

会
場
で
は
、
地
元
産
黒

牛
・
黒
豚
の
炭
火
焼
き
や
カ

ン
パ
チ
の
握
り
寿
司
、
地
元

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
郷
土
料
理
な
ど
が
多
数
提

供
さ
れ
、
新
入
生
に
大
変
好

評
で
し
た
。

挨拶をされる田中会長

新入生代表の山根さんと
会場を盛り上げたMCの「西郷隆盛」と「つん」

仲良く地元産焼き肉を頬張ります！

盛り上がったアトラクション

　

最
後
に
、
新
入
生
を
代
表

し
て
、
山
根
慶
太
さ
ん
（
ス

ポ
ー
ツ
総
合
課
程
）
が
「
本

日
は
盛
大
な
歓
迎
会
を
開
催

し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
最
高
の
環
境

を
求
め
入
学
し
た
こ
こ
で
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
お

礼
の
言
葉
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　

新
入
生
に
と
っ
て
、
市
民

の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
で

鹿
屋
市
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
、
大
変
有
意
義
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
合
宿
研
修
を
実
施

　

４
月
７
日
、
８
日
の
１
泊

２
日
の
日
程
に
お
い
て
、
鹿
屋

体
育
大
学
で
は
、
新
入
生
合

宿
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
有
意
義
な

学
生
生
活
を
過
ご
す
た
め
の

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
形
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
同
大
学

の
学
生
委
員
会
が
主
催
し
た

も
の
で
、
計
画
や
進
行
は
実

行
委
員
会
や
体
育
会
の
学
生

が
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
鹿
屋
市
や
同

大
学
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
に

答
え
な
が
ら
、
学
内
を
巡
る

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
ド
ッ

チ
ビ
ー
、
大
縄
跳
び
を
ク
ラ

ス
対
抗
で
行
い
、
そ
の
後
、
国

立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家
に

移
動
し
ま
し
た
。
夜
に
は
、

お
題
の
部
首
が
入
っ
た
漢
字

を
い
く
つ
書
き
出
せ
る
か
競

う
漢
字
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
緊

張
感
も
解
け
て
笑
顔
の
な
か

１
日
目
を
終
え
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
野
外
炊
飯
で

２日間を終えて

大縄跳び

漢字ゲーム　

野外炊飯

Ｖ
Ｒ
技
術
が
発
展
す
る
今
、

会
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
難

し
い
高
齢
者
や
一
人
で
観
戦

す
る
こ
と
に
抵
抗
の
あ
る
女

性
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
自
宅

な
ど
で
も
実
際
の
球
場
に
い

る
か
の
よ
う
な
仮
想
現
実
世

界
で
野
球
観
戦
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
案
し
た
も
の
で

す
。

　

後
日
、
松
下
雅
雄
学
長
を

表
敬
訪
問
し
た
お
二
人
は
、

「
Ｖ
Ｒ
で
球
場
で
野
球
観
戦

で
き
な
い
方
へ
の
『
み
る
』

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
つ
な
げ

は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
み
ん
な
で
火
を
お
こ
し

た
り
、
野
菜
を
切
っ
た
り
と

協
力
し
て
、
お
い
し
い
カ
レ
ー

を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
部
活
以
外
の
友
達
と
大

切
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
」「
大
学
生
活
に
向

け
て
よ
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
非

常
に
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
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スポーツパフォーマンス研究棟での実験の様子 最大酸素摂取量推定実験の様子

　

３
月
28
日
、
鹿
屋
体
育
大

学
で
は
、
昨
年
５
月
に
連
携

協
定
を
締
結
し
た
垂
水
市
と

の
連
携
協
議
会
を
同
大
学
か

ら
は
松
下
雅
雄
学
長
、
原
田

耕
蔵
理
事
、
垂
水
市
か
ら
は

尾
脇
雅
也
市
長
、
長
濱
重
光

副
市
長
、
坂
元
裕
人
教
育
長

が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
協
議
会
の
主
な
協
議
事

項
は
、
同
市
が
整
備
し
て
い

る
「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
設
備

施
設
及
び
道
の
駅
を
中
心
と

し
た
開
発
事
業
」
に
関
す
る

垂
水
市
と
の
連
携
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
協
議
会
で
は
、
連
携
に

よ
り
設
置
し
た
「
垂
水
市
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
協
議

会
」
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
垂

水
市
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設

提
言
書
」
に
基
づ
き
、
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
の
普

及
促
進
や
施
設
の
安
全
管

理
、
事
故
の
防
止
等
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
ほ
か
、
今
後
も
引
き
続

き
、
同
市
と
同
大
学
で
の
連

携
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

理事（教務・学生・研究・国際交流担当）・副学長
　平成３０年３月３１日付け［任期満了］　金久博昭
　平成３０年４月　１日付け［任　　命］　森　司朗

鹿屋体育大学役員の異動について

モバイル版もデザイン一新！
これからも宜しくお願い致します。
https://www.nifs-k.ac.jp/
（URL変更なし）

鹿屋体育大学公式webサイトを
リニューアルしました。

スポーツ人文・応用社会科学系
准教授　浜田　幸史

◆
御
挨
拶

　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附

属
中
学
校
よ
り
赴
任
い
た
し

ま
し
た
浜
田
幸
史
（
は
ま
だ

こ
う
じ
）
で
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
教
員
三
人

目
の
ハ
マ
ダ
で
す
。
濱
田
初

幸
先
生
、
同
姓
同
名
で
あ
る

濱
田
幸
二
先
生
の
お
二
人
が

築
か
れ
た
ハ
マ
ダ
ブ
ラ
ン
ド

を
汚
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
小
学
校
教
諭

と
し
て
九
年
、
中
学
校
保
健

体
育
科
教
諭
と
し
て
九
年
、

教
頭
と
し
て
一
年
勤
め
ま
し

た
。
小
学
一
年
生
か
ら
中
学

三
年
生
ま
で
の
全
学
年
を
担

任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中

で
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階

に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
安
全
で
楽

し
く
効
果
の
上
が
る
保
健
体

育
授
業
の
在
り
方
を
模
索
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
～
27
日
の
３
日

間
に
わ
た
っ
て
、
鹿
屋
体
育

大
学
で
は
、
高
校
生
の
た
め

の
先
進
的
科
学
技
術
体
験
合

宿
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ス
ポ
ー
ツ

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ 

in 

鹿
屋
体
育
大
学
：
ス
ポ
ー
ツ

科
学
の
最
前
線 

〜F
rom

 
G

ene to G
old

〜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
人

間
の
身
体
能
力
を
極
限
状
態

に
ま
で
高
め
、
限
界
に
挑
戦

す
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
最
先

端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
に
最
先
端
科
学

が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
研
究

成
果
が
、
一
般
の
人
の
健
康

づ
く
り
に
も
幅
広
く
応
用
さ

れ
、
国
民
す
べ
て
の
健
康
の

維
持
・
増
進
に
対
し
て
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
も
目

的
の
一
つ
で
す
。

高
校
生
の
た
め
の
最
新
ス
ポ
ー
ツ
科
学
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

月日 内　容 担当教員

3月25日 大学施設見学（屋内実験プール、その他）
講義：「スポーツ科学」という科学 荻田太教授

3月26日

講義・実験Ⅰ：「スポーツ活動の3 次元分析」 前田明教授

講義・実験Ⅱ：「スポーツ活動と
脳・神経－筋活動」

中本浩揮准教授
與谷謙吾講師
幾留沙智講師

3月27日 講義・実験Ⅲ：「スポーツ活動と持久力」 荻田太教授

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
担
当

教
員
の
指
導
の
も
と
、
ス

ポ
ー
ツ
科
学
分
野
に
お
け
る

最
先
端
研
究
に
つ
い
て
の

講
義
を
受
講
し
、
実
際
に

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
等

の
機
器
を
操
作
す
る
演
習

等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
16
名
の
参
加
者
は
、
同

じ
よ
う
な
夢
や
目
標
を

持
っ
た
仲
間
と
協
力
し
な

が
ら
実
験
に
取
り
組
む
こ

と
で
多
く
の
刺
激
を
受
け

な
が
ら
、
３
日
間
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
か
ら
は
「
科

学
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
将
来
に
つ

い
て
考
え
る
の
に
役
立
っ

た
」「
更
に
ス
ポ
ー
ツ
サ

イ
エ
ン
ス
に
興
味
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、
将
来
の
夢

に
近
づ
け
た
」「
ス
ポ
ー

ツ
科
学
を
学
ぶ
た
め
の
最

適
な
設
備
・
環
境
が
あ
る

鹿
屋
体
育
大
学
に
改
め
て

興
味
を
持
っ
た
」
な
ど
の

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
皆
様
と

世
界
の
保
健
体
育
科
教
育
を

リ
ー
ド
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら

の
保
健
体
育
授
業
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

Ｙ
Ａ
モ
デ
ル
を
創
造
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、
「
明
る

く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
、

前
向
き
に
、
直
向
き
に
」
で

す
。
蒼
天
広
が
る
素
晴
ら
し

い
環
境
の
下
、
御
縁
を
大
切

に
職
務
に
励
み
た
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

実
施
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

左
表
の
と
お
り
。

　水泳部は現在、顧問・監督の萬久先生、コーチ
の角川先生のご指導の下、活動しています。
　本部活動は、屋内実験プールで週に９回の練習
を行っています。このプールは、トレーニングを
する場所だけではなく、泳ぎについて運動学、運
動生理学的見地から、科学的に教育・研究活動が
行えるように流水プールやM.A.D システム ( 抵抗
測定装置 )、水中モーションキャプチャシステム
など、他大学ではあまり目にすることのない、最
新の設備機器を備えています。
　昨年度は日本選手権において３年小林祐馬が、
1,500m 自由形で決勝に進出し、決勝において６
位に入賞しました。また、日本学生選手権におい
ても、小林祐馬が 1,500m 自由形で４位入賞、２
年山口藍李が 200m背泳ぎで８位入賞をすること
ができました。
　水泳部では、昨年度以上の結果を残すために、

新たなトレーニングに取り組んでいます。それは
流水プールを利用した高強度トレーニングです。
このトレーニングを行ったこともあって、昨年は
ベスト記録を大幅に更新した選手もいました。
　現在マネージャーの人数も増え、選手がよりよ
い練習が継続して行えるように、身体のケアやト
レーニングのアシスト、学会での最新の研究内容
を選手に発表するなど、様々なサポートをして
います。選手のサポートや、違う観点から水泳部
を支援したいと考えている方も募集していますの
で、興味のある方はＨＰやＳＮＳなどから気軽に
ご連絡ください。
　９月に開催される日本学生選手権に向けて、部
員全員がベストパフォーマンスを発揮できるよう
に、邁進していきたいと思っていますので、これ
からも水泳部の応援よろしくお願い致します。水泳部

課外活動団体紹介
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２
０
１
８
年
4
月
1
日
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟

（
Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ
ｂ
）
が
、
新
た

に
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
学
内

外
の
皆
様
と
協
力
し
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
研
究
を
一
層
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
特
に
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現

在
、
海
外
の
研
究
者
と
の
共

同
研
究
が
重
要
な
成
果
と
な

り
ま
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
経

験
者
や
連
携
大
学
の
研
究

者
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
関
係

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
研
究
成
果
を
基

に
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー

ト
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
鹿
児
島
国

体
に
出
場
す
る
可
能
性
が
あ

る
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
対
応
が

今
後
も
忙
し
く
な
り
そ
う
で

す
。
さ
ら
に
産
学
官
連
携
に

学内行事  ６月
  8日	・�大学院学位論文提出締切日
	 　（前期末修了予定者）
17日	・大学説明会
	 　（東京サテライトキャンパス）

　2日・第63回西日本学生剣道大会
　　・第33回西日本女子学生剣道優勝大会
　　　（～6/3　福岡/福岡市民体育館）
　　　・第57回全日本学生選手権
　　　チーム・ロード・タイムトライアル大会
　　　（埼玉/加須市・羽生市利根川河川敷）
　3日・第30回全日本学生
　　　個人ロードタイムトライアル自転車競技大会
	　　　（埼玉/加須市・羽生市利根川河川敷）
　9日・第65回九州地区国公立大学選手権水泳競技大会
　　　（～10　佐賀/佐賀県立総合運動場水泳場）
10日・第34回全日本学生選手権個人ロードレース大会（自転車競技）
　　　（静岡/日本サイクルスポーツセンター）
　　・第67回全日本大学野球選手権大会
　　　（～17　東京/明治神宮野球場他）

15日・2018日本学生陸上競技個人選手権大会
　　　（～17　神奈川/Shonan　BMW　スタジアム平塚他）
17日・全日本選手権自転車競技大会－ロード･タイムトライアル
　　　（石川/羽咋郡志賀町）
22日・第102回日本陸上競技選手権大会
　　　（～24　山口/維新百年記念公園）
23日・平成30年度全日本学生柔道優勝大会（男子67回　女子27回）
　　　（～24　東京/日本武道館）
27日・第44回西日本バレーボール大学女子選手権大会（西日本インカレ）
　　　（～30　兵庫）
28日・第44回西日本バレーボール大学男子選手権大会（西日本インカレ）
　　　（～7/1　広島）
29日・第72回全日本体操競技種目別選手権大会
　　　（～7/1　群馬/高崎アリーナ）
30日・第59回全日本学生選手権トラック自転車競技大会
　　　（～7/1　福島/泉崎国際サイクルスタジアム）

平成30年度 鹿屋体育大学大学説明会・体験授業のお知らせ
【白水キャンパス：鹿児島県鹿屋市】
１．第１回大学説明会及び体験授業
　・日　　時：平成 30 年 7 月 14 日（土）　13：00 〜 16：00（大学説明会）
　　　　　　　平成 30 年 7 月 15 日（日）　９：00 〜 11：40（体験授業）
　・対　　象：受験希望者（保護者を含む）及び教育関係者
　・実施内容：鹿屋体育大学概要・入試概要の説明、在学生からのアドバイス、
　　　　　　　実験・実習体験、施設見学、個別相談会等（大学説明会）及び
　　　　　　　模擬授業（体験授業）等
　・申込受付：6/11 〜 7/10
２．第２回大学説明会
　・日　　時：平成 30 年 10 月 13 日（土）　13：00 〜 16：00
　・対象、実施内容は第１回と同じ
　・申込受付：9/10 〜 10/9
※第１回、第２回とも大学説明会開始時間前（10：30〜12：00）にも個別相談会を実施します。
【東京サテライトキャンパス（筑波大学・鹿屋体育大学連携推進室）：東京都文京区】
 大学説明会
　・日　　時：第１回　平成 30 年  5 月 20 日（日）　13：00 〜 16：30
　　　　　　　第２回　平成 30 年  6 月 17 日（日）　13：00 〜 16：30
　　　　　　　第３回　平成 30 年  8 月 11 日（土）　13：00 〜 16：30
　　　　　　　第４回　平成 30 年  8 月 12 日（日）　13：00 〜 16：30
　　　　　　　第５回　平成 30 年 11 月  4 日（日）　13：00 〜 16：30
　　　　　　　第６回　平成 31 年  2 月  2 日（土）　13：00 〜 16：30
　　　　　　　第７回　平成 31 年  3 月 17 日（日）　13：00 〜 16：30
　・対　　象：受験希望者（保護者を含む）及び教育関係者
　・実施内容：鹿屋体育大学概要・入試概要・学生生活等の説明、個別相談会
※日程は変更になることがあります。
※実施内容及び申込方法等の詳細については、
　 鹿屋体育大学公式ＨＰ（http：//www.nifs-k.ac.jp/）で確認してください。

申込み・問い合わせ先
　国立大学法人鹿屋体育大学教務課入試係
　　住所：〒 891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町１番地
　　電話：0994-46-4869, 4868　FAX：0994-46-2515　E-mail：nyushi@nifs-k.ac.jp
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闘いのスケジュール  ６月

【テニス】
◆2018年九州学生新進テニストーナメント
（3/13～18　福岡/春日公園テニスコート）
▽女子
　女子シングルス	 3位	 平原　美咲
　女子ダブルス	 3位	 前原・鈴木
【体操競技】
◆2018FIG種目別ワールドカップ
（3/15～18　アゼルバイジャン/バグー）
▽男子
　あん馬	 3位	 杉野　正尭
　吊り輪	 6位	 前野　風哉
　平行棒	 4位	 前野　風哉
【水泳】
◆第24回九州学生短水路公認記録会
（3/4　福岡/福岡市総合西市民プール）
▽男子
　50m自由形	 3位	 岡本　匡史
　100m自由形	 3位	 古賀　圭一郎
　200m自由形	 1位	 古賀　圭一郎
　	 2位	 佐貫　省吾
　400m自由形	 1位	 小林　祐馬
	 2位	 佐貫　省吾
	 3位	 可德　圭秀
　1500m自由形	 1位	 小林　祐馬
	 2位	 佐貫　省吾
	 3位	 可德　圭秀

　100m背泳ぎ	 2位	 富田　修平
　200m背泳ぎ	 1位	 野﨑　充
	 2位	 富田　修平
	 3位	 黒川　真吾
　100m平泳ぎ	 3位	 田渕　寛大
　200m平泳ぎ	 1位	 脇園　樹
	 2位	 田渕　寛大
　100mバタフライ	 1位	 野﨑　充
　200m個人メドレー	 1位	 野﨑　充
　400m個人メドレー	 1位	 田崎　竜成
▽女子
　50m自由形	 1位	 石原　愛由
	 3位	 大木場　真由
　100m自由形	 1位	 大木場　真由
　200m自由形	 1位	 川﨑　碧
	 2位	 鳥居　真世
　400m自由形	 1位	 小川　真侑
	 2位	 川﨑　碧
	 3位	 鳥居　真世
　800m自由形	 1位	 小川　真侑
　50m背泳ぎ	 1位	 山口　藍李
	 2位	 川崎　涼夏
　100m背泳ぎ	 1位	 山口　藍李

	 2位	 川崎　涼夏
　200m背泳ぎ	 1位	 川崎　涼夏
　100m平泳ぎ	 2位	 五十嵐　陽美
　200m平泳ぎ	 2位	 五十嵐　陽美
	 3位	 藤坂　侑実
　100mバタフライ	 1位	 小林　瑠那
	 2位	 大木場　真由
　200mバタフライ	 1位	 小林　瑠那
　200m個人メドレー	 1位	 石原　愛由
　200mフリーリレー	 1位	 川崎　涼夏
		  石原　愛由
		  大木場　真由
		  木原　沙織
　400mメドレーリレー	 1位	 川崎　涼夏
		  石原　愛由
		  大木場　真由
		  木原　沙織
【柔道】
◆第28回九州女子柔道選手権大会
（3/4　福岡/福岡武道館）
	 2位	 桒原　佑佳

【自転車競技】
◆第12回明治神宮外苑大学クリテリウム
（3/11　東京/明治神宮外苑外周コース）
▽男子
　大学生グループ2A（12km）
	 6位	 成海　大地
　大学生グループ2B（12km）
	 1位	 石井　駿平
　大学生グループ3C（6㎞）
	 2位	 長松　大祐
▽女子
　クリテリウム（12km）	 1位	橋本　優弥
【ヨット】
◆2018年度九州学生新人ヨット選手権大会
（3/17～18　長崎/長崎サンセットマリーナ）
▽混合
　国際470級	 3位	 川邉・石田　
　国際スナイプ級	 1位	 岩下・北林
　　　　〃	 3位	 金城・伊藤・宮本
　　　　〃	 総合1位
		  岩下・北林・真鍋 
		  牛島・此上・倉地

３月


